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我々は最新のHIサーベイデータである Leiden-Dwingelooサーベイ (Hartmann et al.,1997)と銀河系回転曲線
(Honma & Sofue 1997; Sofue et al. 1999)を用いて、銀河系HIガス分布図の一部を作成した (2000年秋期年会)。
今回新たにKerrら (Kerr et al.,1986)の南半球HIサーベイデータを加え、銀河系全体の 3次元HIガス分布図を
作成したので報告する。本研究ではOortら (1958)と同様な手法で銀河系構造を考察しているが、銀河面と垂直
方向 (z軸方向)の構造を取り入れている点が特に新しい。その結果、以下のようなことが新たにわかった。
(1)銀河系のHIガス腕は渦巻きではなく、リング状である。
(2)銀河系には大きく分けて 3つのリングがある。最も小さいリングは Sagittarius armと Perseus armと呼ば
れてきたものに相当し、2番目に大きいリングはOuter armと一致する。最も大きなリングは今回初めて確認さ
れたもので、半径は約 18kpcであり、銀河面の下方−2kpcから上方+2kpcまで、強く warpingしており、高い
柱密度をもつ。この巨大リングにはHIガスの全質量のうち約 65%が含まれる。
(3)HIガスの総質量はDynamical massの約 3%である。
(4)HIガスのディスクは半径 20kpcであり、opticalのサイズの 1.4倍である。
(5)HIガスのディスクの厚みは中心部から外側に向かい∼ 100pcから∼ 800pcまで増加していく。
(6)R = 10kpcには HIガスが非常に少ない間隙が存在する。corotation による構造である可能性が考えられ、

R = 10kpcが corotation半径であるとすると pattern speedは 20km/s/kpcと見積もられる。
本研究より我々の銀河系には opticalなディスクの外側に豊富なHIガスが分布することが分かり、銀河系にお
ける星形成は銀河中心から始まり、18kpcリングは今だ星形成に関与していない領域であるというシナリオが考
えられる。


